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環
境
基
本
計
画
は
、
都
留
市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
策
定
す
る
環
境
に
関

す
る
総
合
指
針
で
あ
る
と
同
時
に
、
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
『
第
5
次
都
留
市

長
期
総
合
計
画
』
に
お
け
る
「
人
と
自
然
が
共
生
す
る
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実

現
す
る
た
め
、
市
、
市
民
、
事
業
者
及
び
教
育
機
関
が
協
働
し
て
環
境
保
全
に
取

り
組
ん
で
い
く
総
合
的
な
指
針
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
1
9
年
度
を
初
年
度
と
し
、
平
成
2
8
年
度
ま
で
の
1
0
カ
年
と

し
ま
す
。
な
お
、
計
画
期
間
中
に
お
い
て
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
や
地
方
自
治

制
度
の
改
革
の
実
現
な
ど
、
行
財
政
制
度
の
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

必
要
に
応
じ
て
修
正
や
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

都
留
市
環
境
基
本
計
画
は
、
市
の
目
指
す

環
境
像
を
実
現
す
る
た
め
に
環
境
基
本
条
例

の
理
念
に
基
づ
い
て
、
環
境
の
保
全
な
ど
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
定
め
る
こ
と
と
し

ます。こ
の
計
画
の
対
象
地
域
は
市
内
全
域
と
し
、

次
の
9
分
野
の
視
点
か
ら
環
境
を
捉
え
、
本

市
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
な
ど
に
つ

い
て
は
、
周
辺
地
域
と
の
一
体
性
を
考
慮
し

た
広
域
的
観
点
も
含
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

①
緑山

林
そ
の
他
の
緑
の
保
全
、
回
復
、
創
造

農
地
の
保
全
、
食
糧
生
産

②
水河

川
、
湧
水
、
地
下
水
の
保
全

水
質
の
保
全

③
自
然
環
境

自
然
環
域
の
保
全
（
大
気
、
水
、
土
壌
、
生

物
な
ど
）

生
物
多
様
性
の
保
全

④
公
害
の
防
止

公
害
の
防
止

有
害
化
学
物
質
に
よ
る
影
響
の
防
止

⑤
景
観
及
び
歴
史
的
文
化
的
遺
産

良
好
な
景
観
の
確
保

歴
史
的
文
化
的
道
産
の
保
全

⑥
資
源
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
の
循
環
的
利
用

廃
棄
物
の
発
生
の
抑
制
、
資
源
化
の
促
進

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
総
量
の
削
減

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

⑦
地
球
環
境

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
な
ど
地
球
環
暁

の
保
全

⑧
協
働
の
推
進

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

⑨
環
境
教
育
、
環
境
学
習
の
推
進

人
材
の
育
成


